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世
界
に
誇
る
自
然
遺
産

　
　
　      

　
　  

〜
屋
久
島
〜

　
世
界
遺
産
登
録
か
ら
　年

　
森
林
は
資
源
供
給
地
か
ら

　
地
球
の
財
産
へ

　
自
然
と
人
が
共
生
す
る
屋
久
島

　
標
高
1
9
3
6
メ
ー
ト
ル
の
宮
之
浦
岳
を
は
じ
め
、
峻
険

な
山
岳
が
洋
上
に
そ
び
え
る
屋
久
島
。そ
の
特
異
な
地
形
か

ら
巨
大
な
屋
久
杉
が
た
た
ず
む
森
が
広
が
り
、
雄
大
な
自
然

は
多
く
の
人
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。平
成
5
年
に
は
ユ
ネ
ス

コ
の
世
界
自
然
遺
産
に
登
録（
日
本
初
の
登
録
地
の
ひ
と
つ
）

さ
れ
、
国
内
の
み
な
ら
ず
世
界
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
存
在
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
近
年
は
年
間
約
30
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
る
人
気
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
屋
久
島
が
観
光
の
島
と

な
っ
た
の
は
、意
外
に
最
近
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
。昭
和
39

年
に
国
立
公
園
に
指
定
（
霧
島
国
立
公
園
に
屋
久
島
が
編
入

さ
れ
、
霧
島
屋
久
国
立
公
園
と
改
称
）さ
れ
た
こ
と
で
、
知
名

度
が
上
が
り
、広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
来
島
者
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
島
内
道
路
や
登
山
道
な

ど
の
整
備
や
交
通
手
段
の
整
備
も
進
め
ら
れ
、
昭
和
36
年
に

鹿
児
島
〜
屋
久
島
間
に
フ
ェ
リ
ー
屋
久
島
丸
が
就
航
。昭
和

38
年
に
は
屋
久
島
空
港
が
開
港
し
ま
し
た
。

　
年
間
の
来
島
者
は
、「
縄
文
杉
」が
発
見
さ
れ
た
昭
和
41
年

に
は
約
2
万
人
、昭
和
45
年
に
約
5
万
人
、昭
和
49
年
に
は
10

万
人
を
突
破
、
さ
ら
に
、
平
成
元
年
に
は
高
速
の
ジ
ェ
ッ
ト

フ
ォ
イ
ル
に
よ
る
定
期
便
が
就
航
。平
成
5
年
の
世
界
自
然

遺
産
登
録
な
ど
に
よ
り
、
観
光
が
島
の
主
要
産
業
の
ひ
と
つ

と
な
り
ま
し
た
。

　
屋
久
島
は
、
も
と
も
と
豊
富
な
森
林
資
源
を
生
か
し
た
林

業
の
島
で
し
た
。

　
天
正
14
年（
1
5
8
6
年
）に
豊
臣
秀
吉
の
発
し
た
京
都
方

広
寺
の
大
仏
殿
の
建
立
用
材
調
達
令
に
よ
り
、
屋
久
島
は
森

林
資
源
の
島
と
し
て
注
目
さ
れ
、
江
戸
時
代
に
入
る
と
平
木

（
木
材
）が
年
貢
と
し
て
納
め
ら
れ
る
ほ
ど
で
、
島
民
に
と
っ

て
は
経
済
基
盤
を
な
す
資
源
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
明
治
時
代
に
な
る
と
屋
久
杉
の
森
は
国
有
林
と
さ
れ
、
大

正
12
年
に
は
下
屋
久
営
林
署
の
小
杉
谷
事
業
所
が
開
設
。国

の
事
業
と
し
て
大
規
模
な
伐
採
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。小
杉
谷
地
区
・
石
塚
地
区
に
は
伐
採
作
業
員
と
そ

の
家
族
が
暮
ら
す
集
落
も
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
深
い
小
杉
谷
集
落
は
、
森
林
軌
道（
ト
ロ
ッ
コ
）だ
け
が

外
部
と
を
つ
な
ぐ
唯
一
の
交
通
路
で
、
最
盛
期
の
昭
和
35
年

に
は
約
5
4
0
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
45
年
の

事
業
所
閉
鎖
に
伴
い
集
落
も
そ
の
歴
史
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
現
在
、屋
久
杉
の
伐
採
は
行
わ
れ
ず
、工
芸
品
な
ど
に
は
土

埋
木（
か
つ
て
伐
採
さ
れ
た
屋
久
杉
の
切
り
株
や
残
材
な
ど
）

が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
時
代
が
変
わ
り
、
屋
久
島
の
森
は
伐
採
の
対
象
か
ら
保
護

す
べ
き
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
か
ら
、
今
年
で
20
年
を
迎

え
ま
す
。登
録
さ
れ
た
平
成
5
年
に
、上
屋
久
町
・
屋
久
町（
現

在
は
合
併
し
て
屋
久
島
町
）
が
連
名
で
住
民
総
意
の
も
と
に

「
屋
久
島
憲
章
」
を
制
定
。屋
久
島
の
自
然
資
源
を
守
り
続
け

て
い
く
こ
と
を
宣
言
し
て
い
ま
す
。 20

※１　平成19年に口永良部島を国立公園に編入。平成24年に霧島屋久国立公園を霧島錦江湾国立公園と屋久島国立公園に分割。
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❷・❸伐採した杉の運搬や日常生活でも使われた森林軌道（トロッコ）　❹昭和30年頃の小杉谷集落　❺昭和36年に就航した屋久島丸
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